
二
六
回

簡
易
土
壌
成
分
検
定
法
の

研
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農
皐
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士
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野

新
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農
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土

長
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武

緒

雷

近
時
土
壌
研
究
法
は
漸
弐
複
雑
よ
り
簡
易
化
へ
の
時
を
辿
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
土
壌
成
分
検
定
法
の
方
面
に
於
て
も
既
に
欧
米
諸
外
国

で
は
種
K

D
簡
易
検
定
法
が
考
究
せ
ら
れ
費
地
に
応
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。

例
へ
ば
米
闘
に
共
例
を
求
め
る
仕
ら
ば
吋
2
0
F
戸

B
E
g
-
F
h
F
g
o
s--V
向。
as-ma--骨

2
・
等
艶
多
の
簡
易
検
定
法
が
携
帯
用
に
仕
組

ま
れ
て
市
場
に
販
買
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

赤
米
国
の
様
念
大
陸
固
に
於
て
は
地
方
的
に
土
性
、
土
質
の
差
異
も
茜
し
く
従
っ
て
各
州
夫
h

白
州
に
故
適
切
な
簡
易
検
定
法
を
研
究
指

定
し
て
賢
際
に
採
用
し
て
居
る
。

併
し
乍
ら
余
等
寡
聞
に
し
て
我
固
に
て
斯
様
な
試
み
の
有
る
を
知
ら
ぬ
。
質
験
室
内
の
簡
易
法
よ
り
向
進
ん
で
現
地
に
於
い
て
直
に
共
土

壌
の
肥
沃
度
を
検
知
し
得
れ
ば
茜
だ
好
都
合
で
あ
る
と
考
れ
本
賓
胎
を
試
み
た
も
の
で
本
検
定
訟
が
『
般
我
園
土
壌
に
適
用
し
得
る
か
否
か

肱
今
後
柑
多
数
の
土
壊
に
説
い
て
検
定
を
行
は
な
け
れ
ば
不
明
で
あ
る
が
今
迄
に
ア
ム
モ
=
ア
性
窒
索
、
硝
酸
性
窒
素
、
燐
酸
、
加
盟
に
就

て
賓
験
し
た
持
制
球
は
略
E

順
調
に
盤
み
た
る
を
以
て
設
に
は
共
の
結
果
の
概
略
を
報
告
し
検
定
+
刀
法
の
照
曾
に
留
め
た
い
と
息
ふ
。



責

欝

験

の

其

て

ア

A
t
T一
ア
性
窒
素
の
検
定

供試土壌の概要

土番壊聖書 供試土担E探築地 地質 |土 性 地 図 )c水島|
1 倉敷市大原農業研究所 田 !;.01 

2 同 上 同上 岡上 田 5.08 

3 同 上 同上 民上 田 5.32 

4 同 上 向上 岡上 細 6.32 

5 同 上 向上 同上 瓶ー 5.抱

6 倉 敷 市 吉 岡 同上 民上 畑 U7 

7 岡 上 同上 同上 田 5.00 

8 岡山際浅口郡漣島町 岡上 周上 田 Ei.31 

9 同 上 同上 同上 畑 5.53 

10 岡山昭帝都寵郡得江村総山 同上 !O土 畑 7.03 

11 同 上 同上 同上 区 5-42 

12 周山軍事都窪郡早島町 同上 同上 田 5.20 

13 同 上 関上 同上 畑 7.f51 

14 岡山腕倉敷市宮弁新田 同上 砂織 畑 5.72 

15 岡山脈書官蛮郡帯江村羽鳥 同上 同上 畑 5.20 

16 同 上 同上 同上 田 5.句

17 岡山脈倉敷市 同上 同上 田 6.55 

18 茨城軍事東茨城郡上大野村 岡上 一 畑 6.05 

第一表

簡
易
土
趨
成
分
検
定
法
の
研
究

て
供

土

境

試

供
試
土
壌
に
は
吠
の
+
八
種
t

信
用

ひ
た
。
葉
大
一
安
は
第
一
衰
の
過
多
で

あ
る
。二

、
検

定

方

法

供
試
土
壌
は
風
乾
欣
態
と
な
し
、

日

wg目
白
飾
を
通
も
た
も
の
を
周
ひ
た
。

極
∞
n
自
の
漏
斗
に
樫
∞
n
自
の
定
量

用
掠
紙
を
使
用
し
之
に
茶
匙
を
以
て

約
。
肉
の
供
試
土
壌
を
と
り
茶
匙
の

背
面
を
以
て
粧
〈
堕
す
る
。
此
の
上

よ
り
別
記
浸
出
液
の
回
。
円
n

b

も
静
か

に
注
ぎ
完
全
に
浸
出
が
終
了
す
る
迄

放
置
す
る
。
浸
出
の
終
了
に
際
し
措

二
六
五



簡
易
土
撮
成
分
横
定
・
訟
の
研
究

二
六
六

艇
と
漏
斗
を
少
し
引
離
し
漏
斗
の
尖
端
に
滑
っ
た
描
液
を
搾
り
落
す
様
に
注
意
す
る
。

温
液
は
金
慣
が
良
く
均
一
に
な
る
様
振
壷
ず
る
。

共
に
約

H
n
n
容
位
の
凹
穴
を
敷
伺
具
へ
た
純
白
色
地
の
比
色
板
を
用
意
し
各
四
穴
に
土
壌
浸
出
靖
液
蛙
に
標
準
液
の
四
滴
宛
を
取
る
。
共

い
で
此
の
雨
液
中
に
別
記
試
嘆
の
二
滴
宛
を
加
へ
一
分
間
放
置
し
た
後
尖
細
ガ
ラ
ス
棒
を
以
て
揖
非
し
生
や
る
黄
色
乃
至
樟
黄
色
を
比
較
す

る

試

襲

一
、
浸

--E-uμ 

液

酷
隈
ソ
ー
ダ
〈
メ
ル
ク
製

)
H
S肉
を

g
。nn
の
蒸
摺
水
に
溶
解
し
之
に
約
呂
nn

の
氷
酷
酸
(
メ
ル
ク
製
を
加
へ
金
慣
を
同
・
2
膏
n

と
す
る
。

本
液
の
同
は
主
で
あ
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

二
、
ネ
ス
ラ

l
試

薬

の
苛
性
加
里
を
@
害
n

の
蒸
溜
水
に
溶
か
し
、
水
に
浸
し
て
冷
却
す
。
共
に
去
の
沃
度
加
里
を
害
n
の
蒸
溜
水
に
投

じ
温
湯
(
怠

l
g
u
C
に
つ
け
(
H
・ω
g
n
n
位
の
ビ
ー
カ
ー
を
用
ふ
)
溶
し
、
之
に
写
(
)
句
の
沃
化
第
二
水
銀
を
加
へ
揖
拝
、
溶
解

きせ
し
め
る
。
沃
化
第
・
ニ
水
銀
が
全
部
溶
解
し
た
時
湯
浴
よ
り
出

L
揮
非
し
乍
ら
苛
性
加
里
液
を
注
加
す
る
。
濁
れ
る
時
拡
上
澄
の
み

b
L
用
ふ
。

標

準

液



純
聾
化
ア
ム
モ
品
ア
の
で
ω川凶
句
を
浸
出
液
に
溶
解
じ
て
】

S
R
と
し
貯
蔵
原
液
と
す
る
。

N

H

@

唱

と
の
原
液
を
基
に
凶
習
っ
:・

5
凶一

a
i
z----5
・

H
割
ji--2V
叫

org・-・

::g-
副
司
ji--g

一二
、
賞 の

浪
度
の
溶
液
を
調
製
し
便
宜
上
上
記
の
如
く
A
、
B
、

c
、
D
、
E
の
略
披
を
付
け
て
各
々
の
呈
色
度
を
示
し
た
。

験

結

呆

酸
化
苦
土
法
に
よ
る
ア
ム
モ
-
一
ア
測
定
結
果
と
本
検
定
法
に
依
っ
て
得
た
結
果
と
を
封
比
す
れ
ば
央
の
様
で
あ
る
。
向
新
鮮
土
に
劃
し
て

も
同
様
の
槍
定
を
試
み
た
の
で
共
の
結
果
を
併
記
し
た
。

第二表酸化苦土法並びに簡

易法に依るアムモユア

性窒素測定結果の比較

吋苦手時
報担百分中〉即時土 l

1 0.0018 A A 

2 O.∞11 。 。
3 O.∞11 。 O-D 

4 0.0∞7 D D 

5 O.αYJ7 D D 

6 O.∞11 。。-D

7 O.∞14 B B 

8 0.αxl4 E E> 

9 0.0αM E E 

10 O.α氾4 E E> 

11 0.0αη D D 

12 O.αYJ7 D D 

13 O.∞10 。 G 

14 O.αYJ9 。 G 

15 O.α))5 E E 

16 O.α氾7 D D 

17 O.α刃9 。 。
18 O.∞14 B B 

結
果
を
示
じ
た
が
線
開
的
に
は
殆
ん

E
費
化
が
無
か
ワ
た
。

英
二
、
硝
酸
性
窒
素
の
槍
定

簡
易
土
壇
成
分
機
定
訟
の
研
究

-
・
本
表
に
於
い
て
見
ら

れ
る
様
に
、
酸
化
苦
土

法
に
依
っ
て
得
た
結
果

と
簡
易
法
に
よ
る
結
果

と
は
大
崎
よ
く
一
致
し

た
。
亦
新
鮮
土
の
場
合

に
於
て
も
唯
二
、
コ
一
風

乾
土
の
場
合
と
臭
っ
た

二
六
台



価
問
易
土
篇
成
分
検
定
法
の
研
究

二
六
凡

て

併

試

土

嬢

前
記
7
A
毛二
F

性
蜜
棄
の
部
に
示
し
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

1定

二
、
検

前
記
の
様
に
し
て
得
ら
れ
た
土
壌
浸
出
措
液
及
び
別
記
槙
準
演
の
一
滴
を
比
色
盤
に
と
り
此
各
々
に
別
記
試
襲
の
四
滴
宛
を
静
か
に
注
加

し
二
分
開
放
温
し
た
後
裂
細
ガ
ラ
ス
棒
で
揖
持
し
て
生
や
る
青
色
度
を
比
色
す
る
。

方

法

均
一
注
意
〉

一
、
此
の
墨
色
反
艇
は
試
襲
と
検
定
液
と
が
薄
商
で
長
蝿
せ
る
持
政
迅
速
に
遊
行
す
右
か
ら
、
静
に
試
績
を
注
加
せ
ね
ば
念
ら

ぬ
@

二
・
二
分
間
以
上
に
な
る
と
幾
分
青
色
度
を
増
加
す
る
。

三
、
試
藁
は
長
時
日
光
線
に
曝
し
た
時
は
屡
々
検
定
試
験
を
行
ふ
事
が
必
要
で
あ
る
。

試

襲

。・

8
"
。
ヂ
ア
エ

=
1
ル
ア
ミ
ン
を
記
式
以
下
に
於
い
て

門o
n
n

の
浪
硫
酸
に
溶
解
す
る
。
.

《
注
意
)

て
・
本
液
は
少
し
で
も
青
色
を
帯
び
て
は
な
ら
ぬ
。

二
、
本
液
四
滴
に
蒸
溜
水
一
滴
を
加
へ
て
無
色
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
も
仏
い
。

標

準

:夜

純
耐
酸
曹
遣
の

C
・
。
山
官
当
ぬ
を
浸
出
液
に
博
解
し
て

H
O
R
V
n
n

と
し
貯
蔵
原
液
と
す
る
。

】

F

叶

@

唱

之
や
基
礎
に
ま
副
l

・・
:
A
P
V
吋

q・t
・-・

8・
割

---ASHi--iAS
」
:
:
・
・
戸
国
)
-

H
Q
U
 

81ω 

F、
同

v 

札
司
・
・

2
v



一
二
、
賢 の

護
度
に
浸
出
液
b
t

以

τ稀
幽
押
し
た
溶
液
を
調
製
し
、
便
宜
上
上
記
の
知
〈
順
失
に
A
、
B 

C 

D 

F
、
G
の
略
斑
令
付

付
て
共
の
呈
色
度
を
示
し
た
。

験

果

E 

比
色
法
に
依
る
硝
酸
態
窒
素
測
定
結
間
飛
と
本
・
措
定
法
に
依
っ
て
得
た
結
果
ξ
主
封
比
す
れ
ば
共
の
様
で
あ
る
。
街
晶
朝
鮮
土
に
割
し

τも
阿

結

様
の
検
定
を
試
み
た
の
で
誕
の
結
県
乞
併
記
す
る
事
に
し

k
.

第三表比色怯並びに簡易法

にまる硝酸態窒素測定

結果の比較

土11
語富を動喜百詰分別量陣I11.，量E土量よ話量|

番銃

1 。.αXXJ2 IF >.>GI G 

2 。αXXl2 F>よ>G G 

3 。£幻∞4 G G> 

4 1).∞∞2 。 G 

5 O.αXlOO 。 。〉
6 O.∞070 R E 

7 O.α)1'70 。 c 

8 。α氾田 E E 

9 O.∞位。 F F>.>G 

10 oα)3∞ A A 

11 0.(以Xl3 F>よ>G G 

12 O.α氾即 1E E 

13 0.0α)20 F F 

14 。αx即 E E 

15 0.0∞16 F F 

16 O.ぽ氾16 F F 

17 oα羽田 F>;>G >G.F>I 

18 O.∞1釦 D 

~ 

は
殆
ん
E
風
乾
土
の
場
合
と
費
ら
た
か
ワ
た
。

一
、
供

共

三

、

燐

酸

の

検

定

土

試

壊

節
回
卸
十
一姐
幅
減
分
検
定
訟
の
研
究

-
本
表
に
於
け
る
様
に

簡
易
法
犯
依
る
墨
色
度

は
比
色
訟
に
献
。
て
得

た
結
巣
と
平
行
的
に
良

《
一
致
し
た
結
巣
と
な

っ
た
。
新
鮮
土
に
於
て

‘
二
、
一
一
一柑
島
市
低
い
慎

を一不

L
先
が
糟
鱒
的
に

工
大
丸



簡
易
土
算
成
分
検
定
法
の
研
究

二
七
G

供
試
土
壌
に
は
共
の
十
種
類
を
使
用
し
た
。
共
の
大
一
安
を
示
す
と
戎
の
様
で
あ
る
。

供試土壌の概要

議|
供試土語圏採集地 |地質|土佐!地目Ic水晶~I

1 倉敷市大原農業研究所 沖積 砂援 知 5.92 

2 同 上 同上 同上 畑 6.32 

3 同 上 同上 向上 田 5.叩

4 同 上 同上 同上 回 5.32 

5 同 上 周上 同上 回 5.01 

6 岡山脈倉敷市富弁新田 同上 向上 畑 5.72 

7 北海道農事裁量産 湯 同上 郷土 回 6.昭

8 秋田陣華麗事試磁場 四紀新 培簸 田 5.85 

9 茨減際東茨城郡上大野村 沖 積 一 畑 6.05 

10 大分解 農事試験場 四紀新 麹土 畑 6.01 

第四表

ン
酸
曹
建
液
を
絶
へ
や
携
非
し
た
が
ら
註
加
す
る
。

二
、
検

法

定

方

前
記
の
様
に
し
て
得
ら
れ
た
土
壌
浸
出
描
液
及
び
別
記
標
準
液
の
各

一
O
滴
を
比
色
盤
に
と
り
別
記
試
襲
A
の
一
滴
試
薬
B
の
二
一
滴
宛
を
順

次
に
加
へ
尖
細
ガ
-
フ
ス
棒
を
以
て
団
関
伴
し
一
分
間
放
置
し
た
る
後
生
占
y

る
青
色
皮
そ
比
較
す
る
。

。
注
意
)

て
試
薬
が
多
す
ぎ
る
&
不
正
確
に
な
り
易
い
。

二
、
殺
畠
剤
、
殺
菌
剤
等
の
存
在
す
る
時
は
本
法
は
適
用

し
難
い
。
例
へ
ば
水
銀
の
存
在
で
は
暗
色
沈
殺
を
生

じ
、
枇
議
に
よ
っ
て
強
車
内
色
と
な
る
。

試

襲

て

試

柴

A 

H
N
b
m州

の
モ

F
プ
デ
ン
酸
菌
建
を
静
か
に
加
熱
し
一
乍
ら
同
公
有

の
蒸
溜
水
に
博
解
す
る
。
別
に
失
脅
n
容
の
ビ
ー
カ
ー
中
に
警
n

の
酷
眠
と

8
。nn
の
蒸
溜
水
と
を
混
合
し
置
き
前
の
モ
リ
プ
デ

' 



二
、
試

薬

B 

前
記
土
壌
浸
出
用
試
薬

ωua
に
。
・

8um叫|。・
2
ぬ
(
便
宜
上
マ
ッ
チ
麗
犬
量
を
取
り
て
是
る
〉
の
磁
酸
錫
を

加
す
る
。

本
試
薬
は
使
用
時
毎
に
新
し
く
調
製
す
る
。

.

標

準

液

純
酸
性
燐
酸
曹
達
〈

z
t
r句
。

-
P
。
)
の
。
・

8
J
J州
を
浸
出
液
に
溶
解
し

M
g
n
n
と
し
貯
蹴
原
液
と
す
る
。

。

。

品

〕

戸

之
を
基
礎
に
其
の
品
問

:i・
e-
割
寸
::3・
副

司

jig-

凶
同

mi---gの
震
に
浸
出
液

凶

ザ

・

5・

一一一
、
質

験

果

や
以
て
稀
樟
し
た
溶
液
を
調
製
し
便
宜
上
夫
等
の
呈
色
度
b
T
上
記
の
如
く
A
、

，C 

結

比
重

一
二
五
の
熱
聾
酸
浸
出
に
依
る
分
析
結
倒
木
と
本
検

定
法
に
依
り
得
た
結
果
と
を
封
比
す
れ
ば
共
の
様
で
あ
る
。

向
入
手
可
能
の
分
の
み
は
新
鮮
土
に
劃
し
て
も
同
様
の
質
験

ぞ
行
っ
た
の
で
共
の
結
同
市
を
併
記
す
る
事
に
し
た
。

即
ち
本
表
に
於
け
る
が
様
に
簡
易
法
に
依
る
燐
酸
の
呈
色

度
は
熱
蟻
酸
浸
出
法
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
燐
酸
量
の
犬
小
と

ぴ

酸

並

燐
法

る

較

出
依
・
比

服

部

蜘

聾

易

結

熱

簡

定
に

測

第五表

B 

D
、
E
の
略
揖
を
以
て
示
し
た
。

土鐘F醐 22E謀議
番披(喜分古)風乾土 l新鮮土 |

1 0，197 A A 

2 0.1'巧 B B 

3 0.157 。 c 

4 0.081 E 

5 0.155 c 

6 0.142 。 。
7 0.161 。 一
8 0.126 D 一
9 0.121 D 

10 0.125 D 一

簡
易
土
笛
成
分
後
定
法
の
研
境

具
く
一
致
し
た
結
果
を
見
た
。
新
鮮
土
の
場
合
も
風
乾
土
と
殆
ん
ど
差
異
を
認
め
な
か
っ
た
。

二
七



簡
易
土
寝
成
分
倹
定
、
誌
の
研
究

二
七
二

共
四
、
加
盟

の

検

定

て
供

試

土

壊

前
記
燐
酸
の
郵
に
掲
げ
た
も
の
と
同
一
の
も
の
を
用
ひ
た
。

二
、
検

定

方

法

前
述
の
方
誌
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
土
壌
浸
出
櫨
液
及
び
別
記
標
単
液
む
各
々

-
O滴
を
長
さ
約

ω11ωna
内
使
。
・
智
智
内
外
の
試
蹴
緯
日
に

と
り
別
記
試
薬
A
b
L
各
々
一
滴
、
試
薬
B
E
八
滴
宛
順
次
に
加
へ
一
分
間
帯
置
し
た
後
良
く
掻
遣
し
二
分
の
後
湘
濁
度
を
比
較
す
る
。

試

襲

て
試

藁

A 

何
回
白
川
の
硝
酸
コ
バ
ル
ト
及
び

g
肉
の
遮
硝
酸
菌
越
と
を

ω・守
n
の
氷
酷
肢
に

s
n
n
の
蒸
溜
水
を
混
和
し
た
も
の
h
中
に
溶
解
せ
し

め
金
蝿
を
同
書
n
と
し
て
二
四
時
間
後
に
描
過
す
。

二
、
試

藁

B 

4
7
・
プ
田
ピ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

橿-

準

液

2
u，
慌
の
純
盛
化
加
里
を
浸
出
液
に
博
解
し
て

H

害
n
注
ら
し
め
貯
離
原
液
と
す
る
。

之
を
基
に
浸
出
液
を
以

τ稀
圃
押
し
℃
戎
の
株
主
温
度
の
溶
戒
を
調
製
す
る
。

勧
・
i
・

e-
齢
・
・
・

5
紘
・
・
:
・

3・
位

g
但
し
A
、
B 、

c、
D

の
記
競
は
夫
々
の
湘
濁
度
を
示
す
も
。



一一一、資 で
あ
る
。

験

果

比
重

一
二
五
の
熱
鞭
酸
浸
出
に
依
る
分
析
結
果
と
本
検
定
法
に
依
っ
て
得
た
結
果
と
ぞ
封
比
し

τ見
る
と
共
の
様
で
あ
る
。

向
入
手
可
能
の
分
の
み
は
新
鮮
土
に
劃
し
て
も
同
様
の
検
定
を
試
み
た
の
で
共
の
結
川
市
主
併
記
す
る
事
に
し
た
。

第六表 熱日経酸浸出法並び

IC簡易法に依る加盟

iJlIj5i!結果の比較

車吉
l熱穂竪声量可簡浸易出法ib!t液にのよ墨る色土度J3I 

土壇 |削日産

概( 乾 土 ) | 腕 士 側 土
l 百分中

1 0.206 A-B B 

2 0.219 A-B B 

3 0.147 (J-D  。-D

4 O.α16 D>  D>  

5 0.211 A-B A-B 

6 0.178 B-O 。
7 0.204 A-B 

8 0.205 A-B 

9 0.1印 B-O 

10 

本
去
に
於
い
て
明
ら
か
で
あ
る
様
に
熟
晦
酸
浸
出
法
に
依

る
加
累
測
定
結
果
と
本
検
定
法
に
依
る
結
果
と
は
樹
め
て
良

〈
一
致
し
た
。
帥
ち
加
星
合
鼻
息
。
・
N
ミ
以
上
の
も
の
は
呈
色

度
は
A
よ
り
B
の
聞
に
た
り
、
。
・
口
l
。・
M

∞
ミ
程
度
の
も
の

は
B
よ
り
C
の
閣
を
示
し
、

。・

5
ミ
内
外
の
も
の
は
C
、

D

D
聞
を
示
し
亦
。
・
同
次
以
下
レ
ル
怠
る
と

D

よ
り
も
低
い

左
っ
た
。
亦
新
鮮
土
に
於
い
て
は
梢
々
低
い
慣
を
示
す
も
の
が
あ
っ
た
け
れ

E
も
概
し
て
風
乾
土
の
場
合
と
犬
養
は
在
か
っ
た
。

呈
色
皮
を
示
し
て
雨
者
は
平
行
的
に
良
く
一
致
し
た
結
果
と

其
喧
、
土
壊
浸
出
活
械
の
戸
債
の
測
定

供
試
土
壌
の
句
"
に
釘
し
浸
出
演

R
n
n
を
用
ひ
て
得
ら
れ
た
描
液
に
就
い
て
刊
を
測
定
し
て
見
た
所
第
七
表
の
様
た
結
巣
と
た
っ
た
。

い。
-
本
・
表
に
於
い
て
見
ら
れ
る
様
に
酷
酸
ソ

ー
ダ
浸
出
演
は
緩
衝
作
用
が
大
で
あ
っ
て
土
壌
と
後
簡
し
て
殆
ん
ど
共
の
同
僚
に
費
化
を
来
さ
な

手
町
・

5
2
3
氏
も
此
の
賠
隈
ソ
ー
ダ
溶
液
は

ω・
支
の

p
g
uを
含
有
す
る
土
壌
と
長
時
間
接
摘
せ
し
め
て
も
刊
に

S

簡
易
土
嬢
成
分
検
定
法
の
研
究

二
七
一
口



簡
易
土
簸
成
分
検
定
法
の
研
究

二
七
四

第七表 こf-:壊浸向調

液のpH慣の

測定結果

司;言中
4.8() 

4.印

4.80 

4.81 

4.80 

4.回

4.ω 

4.80 

4.ω 

4.81 

4.卸

4.80 

4.85 

4.80 

4.印

4.80 

4.81 

4.80 

4.8() 

4.鈎

4.印

4.80 

6.32 

5.92 

7.17 

5.00 

631 

5.53 

7.03 

5.42 

5.20 

5.09 

5.85 

6.01 

5-32 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

以
上
の
曲
変
化
は
起
ら
た
い
と
一
言
っ
て
属
る
。

線、

括

一
、
同
開
・
八
の
酷
似
ゾ

1
ダ
溶
液
を
土
壌
浸
出
用
試
績
と
す
る
簡
易
土
壌
成
分
槍
定
法
に
依
り
、

ア
ム
モ
ュ
ア
性
窒
索
、
硝
酸
性
議
案

燐
酸
、
加
恩
に
就
い
て
測
定
を
行
ひ
土
壊
分
析
の
一
般
常
法
に
依
る
結
巣
と
比
較
を
試
み
た
。

二
、
現
地
に
於
い
て
本
法
を
適
用
す
る
目
的
か
ら
供
試
土
壌
の
中
入
手
可
能
の
分
に
針
し
て
は
風
乾
土
と
共
に
新
鮮
土
に
封
し
て
も
同
様

の
検
定
を
行
っ
た
。

一
一
一
、
新
鮮
土
の
場
合
は
風
乾
土
の
場
合
に
比
べ
て
柑
A

低
い
呈
色
度
を
一
不
す
も
の
も
有
っ
た
が
、
組
鞠
的
に
は
殆
ん
ど
大
義
は
無
く
共
に

一
般
常
法
に
依
る
結
果
と
平
行
的
に
良
く
一
致
し
た
。

問
、
本
法
に
於
け
る
酷
酸
ソ
ー
ダ
溶
液
は
緩
衝
力
が
大
で
あ
っ
て
土
壌
と
接
蝿
し
て
殆
ん
ど
其
の
戸
一
慣
に
費
化
を
来
さ
な
い
。

五
、
浸
出
描
液
に
は
柑
k

着
色
せ
る
場
合
も
あ
っ

-K
が
比
色
の
上
に
は
殆
ゐ
ぎ
支
障
を
来
さ
も
仏
か
っ
た
。
・
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